
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 

7 月 そろパソ通信 第 166号 

連日、サウナ風呂のような猛暑でカラダが溶けちゃいそう…。さて 8月 8日（パチパチそろばんの日）にはサマー恒例の 

競技大会を行います。5～7 級レベルの生徒が集う A グル―プとそれ以上のレベルが集まる B グループとに分かれて実施、2

週間前から競技会用練習をスタートします。B グループは読上げ算練習も同時に開始。検定試験とは違うルールですが、アタ

マをフル回転しながら挑む点は同じ。過去の自分をライバルにして、当日はそれぞれが能力をフルに発揮しましょうね～！ 

6 月大会は F1_14 名、F2_11 名、計 25 名の生徒が参加しました。今後は F1 は自己記録を更新した生徒

を、F2 は目標点の 150点以上に到達した生徒を掲載していきます。 

参加直後の 2～3 か月間は大会に参加するたびに記録は伸びるし、同時に景品の文鎮もゲットできてハッピー

気分    ですが、そろそろ点数の伸び具合も鈍化してくる頃です。この先は険しい道が続きますが、これからが

本当の勝負です❢ 自分の苦手ポイントを克服＆得意分野を伸ばして確実にアップを狙っていきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の成績を分析してみると少し面白い傾向が見えて

きました。 

掛け・割り・見取りの 3 種目のなかで点数が最も低い

のは掛け算・割り算という生徒がほとんど。逆に最も点数

が高い種目は見取り算でした。問題の構成上、種目によっ

て難易度にバラつきがあることが原因ですが、この点を考

えると得点アップを図るにはまずは掛け算の実力アップが

肝要です。1～20 番までは暗算 1 級レベルの問題が続く

ので、多くの生徒はこの辺りはスムーズに進んでいきます

が、21番以降の 3ケタ×3ケタ（下図）に入ると途端に

正解率もスピードもガタンと落ちてしまいます。かけ算は

計算過程の珠のイメージをアタマに記憶しながら同時に別

の計算を処理するので、別計算を始めると最初の答えを忘

れてしまうパターンにはまりがち。アタマの中がゴチャゴ

チャになりそうですが、ケタ幅を拡げるトレーニングを続

ければ必ず出来るようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

F2 のほうは参加者全員が最低点は見取り算という状

況。F1 とは逆転現象で、掛け・割りと比べると相対的

に見取りのレベルが高いために戸惑う生徒が多いよう

です。 

 特に 21 番以降の 2ケタの 7口（下図）が難しく感

じる生徒が多いようです。ちなみに暗算検定 3級の見

取りは 2 ケタ 5 口加算のみですが、それより 2口多

く、かつ引き算もあるので慣れないうちは大変です。 

 対策としてまずは 20 番までの容易な問題は 3 分間

で終えられるスピード力を身につけ、残りの 2分間で

落ち着いてラスト 10問に臨む方法が良いでしょう。

ただしモチロン簡単には出来ません。まずは目の前の

透明ソロバンを弾いているつもりで正しい指の動作を

繰り返していけば必ずできるようになります。通常の

暗算検定の練習時から特に見取り算は、正しさ＆速さ

を意識しながら取り組んでいきましょう。また引き算

が難しく感じる場合は、最初は奇数番号の足し算だけ

を優先的にやっていく方法もあります。 

アバカス・サーキット第 291戦（6月大会）成績 

F1 F2  成績表 5106名参加  成績表 1694名参加 

順位 氏　名 学年 得点

24 陶 山 結 瞳 小６ 160

24 柴 田 夏 希 小６ 160

24 平 手 九 小５ 160

順位 氏　名 学年 得点

1925 首 藤 菜 仁 小５ 178

2214 伊 藤 彩 羽 小６ 166

2864 北 國 彦 壱 小６ 140

2864 鈴 木 桃 寧 小４ 140

2970 加 藤 政 樹 小６ 136

3315 原 田 龍 晟 小５ 124

割り算は計算途中で答

えを記入していけるし、

ある程度、勘を働かせれ

ばまずまず容易に正解に

辿り着けます。 

絶対的な暗算力を身に

つけるまでネバーギブア

ップの精神で…！ 

 

慣れてくると 1 問
5 秒以内でバンバ
ン正答できるよう

になります。ベス
トを尽くしましょ
う！ 


